
高 温 度 トン ネ ル 内 の 発 破

I Jf 71

)r 災鶴とその7lJ伐の下fk

Ht 炎.年の71F与に此て

骨 ハ TbL yJJ 卒 iF

甘 tL 千 JIL 英 ~'~約

三 55]

Ⅰ＼ ダ イ J-7 1トのJZ(故叫取AJLt

l lJナ～(イトの芥n酎恭ItJl

I.序 膏

附け脚から人Rヤ王での邪 2 トンネル上郡は夢想だにLtIかつた泊見地仰の苗熟岩盤にぷ
ノつかった blcの第 1 トンネル円をぶるぶる許-ながら r鴫nnもかかってF･J骨Lmこ山{見

上げると名漆がr'lJlほ t̂た/<'いた鞍からドゥドTP柚世をたてて建つ‡の中に諸TL珊鳩も第 1I

ンネルの出口も士だ'jt故のth甥に也 目 してわる ところがその叩孫を-tほtにして別解の弛川上
I)も辞V.揚泉が雌鳴 りを作って中天高くIP.LIJ.してhるてはた.いか ｢あれが第 _Jすなはち祁勃

トンネルからqTmする油虫です 7如 ;所に経ちると大火籾をします上｣と策内の河畔は孜氏に

和された記者は純J水揃JP防水-.'ントで身を阿めて,fttTr∃帆 トンかレに入った または妹L'l耶】ト

ンか レとくらペ てことは ･伸どうしたといJS.の/i; 重い崩 し風.E_qトンネルで荘つ嫌TJ⊥火がカ

ンJ<ス盟のて/トをTAからかぶって. トE7を411してhる 天神も叩髄もトノー(ルの糊glは熱臓

のIN出で噛丸は涼Aと立ちこめ朱組は炎rLi仏iTにしたがって Pt_r唖に上目-する ｢とのあたりは

OO'C くらゐですかた｣と現場の人の宅 もEFIi屯 I)･じ娘は動作を打ってとてもul1V･てIEれない,

さらに典へ辿むと.一群のLl一人が油防丁そのま Lに.I-スQ>'Aを掬-てjr'.% に水をぶつかけて

わる 岩磐の熊庇は 130℃,'AV解水も忽ち過敏とたってゆくr7kをかけたいとトンネル内の
7且腔は 70℃ 以上になり棚 などとてもできません 水で'LLを冷やし.甥で冷しブ･冷凪とフア

ンで遠 J)込んでやつと 60°ぐにTるのです どんな朔火たrJ?㈲牙でも ?.Wrlとはつ けヾて仕林

はできません ちょっと働いてl土建等のう-に飛出し聖,掛ナ水で汗を}vtて休挙 してまた少し

肺 くのです かうして Lnの弊鮮時NIIま正味 3時ttlIくらT3でせ う｣といJt･監老練の経が水
脈に逮 した速攻 水越がqT.Lllして駒bl称 こ大火鮎を負ふもの.ダイナITイトがAL盛の席淀のた

め抑火雅 とェいlク1)七･1)ソに分帆 卦火せぬうちにl狼磯するなど,恐 Lv､悼'Jfもつきつきに
塩った しか L ｢Jl冬の湖水井目こは何とかして管fElLなけLLぱ死んでも死にきれない｣と負け
じ叫の緑化み/いな現場の人々は迩二無二高▲弛tuitに珊び込んだ 特殊のダイナー.･イトをd;,-

出し, これを熱の不牒絹で 包んで盤項する新案も敏明さLL.7 1FTl凡 2尺L伽 .ながら刻

々に征駁してjJつれ ここで糾う1.1とJrl机み合ふ人11打の仲人な努JJは酬いられ滋に1.る 8月13
m.措辞水路と堪把軌道の2*の ト/わレ11f並に成功したのである 生rl蛸し泣きの朗のフちに

鵜戊とIrTJへ九とvl,iがそれほどとの高射 T-./ネルIi捷ユニ布-=あった (昭和 】5年 7月ユ7日
-̂蘇靭El新関fE紺を妬く=水J)or)髄 (2)や外に様な高熱 トンネルより )

=●U水火熊唄軸 も式ilytは帖
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ⅠⅠ.災害 とその前後の事情

昭和 13年 8月 .18rlLr･前 1時 '(:nr僧T新川耶LTl.冊射 JI帥付II,･.執 12班祉RI(T4=jjE⊥発
現瑚)で,敬破l剛Wlに公耶筆が舛孔rJJのThJF'退出q)翁に自然物 を超し規執こIJl公はせ大熊深
LllrL色口死 5.北髄死 1取払 3名を生じたと云ふ火琳肱が起った は態したのl･I.チタ叩賂ダイ

ナ-!イトW _32mHLli5gであったが同コ_布執 こlま常和山捧ダイナl･イT.を納入しrL-ト rl的 に
班は九九朋侠ヒ現礎の蒋ひ.1で7:t斬からも∧行者等Iよ災;.i(現場の調鋪S:'Trつた

12触捉iEは延長 '117)'[斯耐ま苅さ 1'1m,椛 〇･IJJlで災答忠相には入口上l)1001ll迄触 り

並んでゐた 坑lTから約 60m 入った新では 40-伽●Cて長時till朝まって作要する.VがER燕で
弊孔rAlのza虞は伽-llF'Icl韓に捕鰍 こ調べた手B瓜 1.10℃ ぁろ都が伺った)その欣IXは序軌 こ
杓って僻/Lジ1.一ナ.)スrtの現地稚it.lrこ良 く幣いてあるjqri)東風と切羽の冷却に潜をJT)ひてF.
た

穿孔加配と五重はJl一樹の桔てある 仙岩は何れも J rl川
l rfl心技 .'･.事 '･沸 叫

u 汁心は 1 6' u 紳 助 JV

3 六軒助 i'y 7 yb烏有肋

I フ三 者 4' & 拙 耕, I Jr

- 8月e9EiJr7[TI-II亨鬼に斗鼓せLもo}
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●二の凡の汝弟11嬢汚せIJ'分耕 す
● 及 ▲印の ILl孔にナクFll軽率搾 3JIL仙 I15g29小を脹明 F'lm珊傑 包は水盤4!)したP.触

感のィ､hlに束付き,小朗は火等跡-取りにrti掛け大仰-J'･Zz(鼓卿榊白後 30分は辞退日歩敬が底
-1た 盤卯1Lllの･Frll孔は 27時.WJ内に尾i三大には敬し,凍 りの りい三孔外へ純色推他が

流れ川して73光 祐Z且Lb:にJ:る自外地敬と考-らLLる

ⅠⅠⅠ･災垂の汲防に就て

坑並拘過して行く小孔F勺温度がJrって [/～60℃ とたり,切ul且Lhlは12D'cl=逃しyL: そこ

-裁LR兼をその睦にtEくとダイナてイトが徐々に分析 して†rEITIi.した液が札から流付 tlすjli
があった Jf任着は51地新の-一つであるAl思火背斜ib節に封して
] ダイナマイトの頗Zhは埼Lt何腔であるか

2 坑内l且腔 50oCJ')事仙vCの執朋で便mして彪如 く無レ･か
3 ダイナマイトのi峯敬7La庇hl何

と官}mFHほ 出した 料地僻 には初めに.lFvlた碓なn黙分解の)附加.'判らたいので,.i +遜り
之を解印してa:の進71は 逢った
1 て㌣洩〆イナマイトの触掛'lJm悦 不催1<から硝僻.Llt水なし･ 何となilはダイナでイHL
l8LI.Cで士臓 するから

-' 坑内迎妊60--I;U(;の歯研に上丘時仰貯敷する1!は 不可てあるが,ilf姫の環海暗州取扱.i.
】賢には収奴が軌畢てか ･,限り危陰でたい

3 g'ィナマイT.のは軌温度は はU.Cである

矧和才はダイナでイトが分解して那 Lから淀れ.Llけ 1且朕そ継 とL,解rT者は見ユLlの他 を
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tlつでしたのでIu7遠が橿きた そこで柁閃者は*符､lほ ;i(Aんでダイナマイ トは ユSO'LIll上にri

r'ねとは苛 しない 従って孔のzAは 】20rTCtkであJ日で何等危騒が無いとry-た この時男造

栃の技細をiy_jqへ州致 して瞭Trlされたとすればとの災掛 土曜さ7;に肌ん/とかも知れたL,～

IV.ダイナマ イ トの蒋根制 限温度

収韓日叔 i･調べて見て も#JIlの限外油症は沸いてない 鉄砲火顎珊敢緑臼.梅を僻 則 29･掛 二

は r火巣研貯秘折に媒無言鳩 粁 ｢る場合に於て 9L(;以上 3tHlllTを保つことに批LYすべ し｣

とあり,rr,】俺fl如RIJ'-7億 LOに ｢ダイナマイ TIQ)棚払 汀.の船群はi且執 こ1才Lて触解せしむべ
LJ とあf)こ叫 且渦は 15シー訓lc と巧へられる

紳AIJ26位の 60)PJィナてイ11瀕並餅の頒虎には招度の制限が記さjtてh7TlLか細Au26位

の 9の碑化qt樵東とナイトり〆1)セリンとの手,I-合的 コルグイT-主T()の救地所の規h:22には

乾健二I-.叫r勺の姐恥 エ6OC を必えLL･ること5･糾すとある 黙 LrWflの別帆が克 く潔凍 】-〟

日rll峨 蛾弧腔が侃押せられてわる

類別 ItI促 il嶺次項ではBit甥yイ･>マイ トは米粒大に紐PfL村石幼i:倍&加-軽くiP_菅た
ものを6-I-(IにJJn赦 して 30分JITでその'/1彬の領帳を綾有rすることにた,/=ゐる 鮮虫電着
の行ふダイナで 1トの牌 玖桧は血筋 72'0 で4TはJl.る その使)IJに際 しては何等娼妓制限が
fTたほれて7)/1い クイナマイTIQ7邪法中矧こ加はのでTはJtる紺化(慨招fl1HfT附 や安の制限
7且鹿は文献によると･15-5り(■にTxつて7Jる

V ダイ ナマイ トの高温度耐熱試溢 (その 1)往古LiyL‡絵判JH参.Lit)

A トーマス式 95℃ 加熱1式紫

蘭飢召し印腔へnhLlけ るダイナマイ1は先方の規火に上って 93℃ のJJu軸 t位 を行った 帥 =

悼ダイう-1･イ ト沢村 (丁ベル訳塩 7'1℃ で 2-21分の もの Li甜)杵 10L･と織 FH.!)㍗(●で

S'ir技城朗jJP射 しナ_が桝軌 土JJ,(形 r縄コOnl1-),荊 IJりnlm)が71..7さ .̀1)Lll1Jに舶れナ･が '̂.仏文
nrを認めす恥 二位化頚崇瓦斯の央旬があ りl如 CJcは 11-28㌔ に述きたかつナ

B 斜製圃壮領火払拭虫

Plf窮 L6T-ml-1窯 1(;01rm'の (25tt･蘇)択焦軌 こ沢村 けさ又は 】L･を'Tilけ_る中瀬似uil将
に耕入L分淋 父比捲竣状況七才べ応 し1._

釈tll■5Lrの鴨 lFl掛ま150℃ で 15分で埠凌 仙籾.tI軌 1欄 は S～9分でtS牡 ll軌 rL

冊･3軌 r値 ･‡岬 は故人 Lその時'dJ]I土按の物拙長く 10-150分である 冊ダイPi細めて

鎌詫5iJ=.ある

訳判 川 ii･の時 州債,日脚 何れ も 1抑 u1:梯智Lた -)t他の もの比一般に柑 tflを鞄かiiL
′･カ打梓L/Lけ比/̂耕時Iulが嘩びた

こC長堤 _.3頻t:が相加すLIJri‡軌 星座がT陣する鞘は判ったからせ際盤簡 札に妊し､繋特長
でl戊るべ (甘打に近い堺'A;-心施す必頚を認めた

C 飲料 10glこよる高温Ll耐熱拭感 (後記t!甘溢Ⅶナ｢人 参月rT)
州 月日 ■zr■･,zZLiL川 L■■JJ}のfJtノJmの虞に 川iyの拶菜か盤JytL牌め所見71)bIhに洲埠Lプヒク
J).t･リンl拝にT･lL

rイ) 各椎ダイナてイT-の不嘩戦7且匪



J川 火 ポ JA甘 食 ポlT一世 帯 25L

LJJ松 JIJ墳 ziF榊 JE挺 碗吐 T f 11奴凧淡ダイ1～1I
ナ7 1ト

不仲泳Lk lSO'C l町C 110cc ]55pt7 191･C zeE･亡clE,吋Nl以上)

従itaut 13bで HOrr 115rC 170EC 1SqC ]30で
埠如 ‡帖 98-1051 43-18分 40-6L'分 10-1J51 -12-0ト分 16-il分

と4日こ依って弗tの増加に依って畑軌 盟政が大分低くなり,川弧 柵g'ィQl,如声珊熊Tン{-

ンそJkLrものは.粁しく低 く,たl杓ダイナマイT.紘.任外に13(定であった

TT) lll埋及走r鮎の淡島

71ベル耐敷LB･のgtなる 4魂の山捷及紅梅ダイナー/イ トに就き紬 の椅巣

山終 不様温皮 136℃ (2J時榊以上)

紅梅 ■ 14U'C(5時間以上)

封.討)の7'-ル耐熱Eklま大なる影響は魚かつた 又tl梅ダイナマイトの常軌腔は山件と大鹿が

無い 之はダイナマイトの相 見皮の分解はまい】〆1)セy/と納顔との押化物の分解に上って

点,-J琳女示してゐろ 叉鮎 は 2時nLl以内に決るからそ†lJ淡上の題時即伽 類は枯淡に益雉を

生 じない

D t禾料 100烏及 250gによる芯温度耐熱餓 (rE島報'JTIi参ull)

州 皐･10mL",Z架310川I]1のI111)I.Vに姓頻 LH肝を帖土で墳hiL漁3'L'-定の沸封を似つ如 く
調節せる〆少七1)/掛 こ挿入し,ユ0時開始加黙 した その縦糸迎捷breJ不i払敬の7旦肱は了の
女Flく

llJ辞 100Lr HS●C コ50g ユユ6C

かif土 コ00g ユ2'2■U

となり,10(Ig以上では葵綻引司-にしたから渦蛙弟は鳩めて少なかつ1< 又紅Lf王とElJ線との

丑L,殆んど性少である

イこ伽 を分析 した弘兆脚ニトr7g'l)七･1)ンの .596,拙策の SS,06が分解1.てゐろ布力判っ

た 旦佃d熊の分解iii瓜か耐熱LLLlを左iJしてゐるの7e-

E 雷管の高温EE耐熱細 く賢法相JA･C参UTl)

'.E.t肝に邸火枚を押入して (舵m状態にしたものを)3'iJJ管に入れJAl恥 二秒とL長めて上ふ 定
infBとした〆1)セリンItrに･htLi碁敬l娘 を訳農 LIL

'IEILX'tlT甘た1日ゴ｣lOtCが不抜l且止であるに封してテ トリ-̂･Lllr背 く捷r･rH'牧等)は le61C
が不様laLiEt･ある 帥テト1)-ル乍rf仰ま'lhL束の分解に上つ勺碁竣する その鍬度は7TT束の丑が
･3い柁烈しい叫が判った

JLLの:古賞軌 こ映って胃相 を挿入した煉集はダイナでイト.カ-I),トのtpJ11.たるを閃ri十

川llc以上になればi紺 の公井がある7恥 12r冶約に証明せ られ光 井掛 こけ之J=加へてどんな

川場 があるかも知ないから 100℃ 以上に加熱する封は lB:陰と考へるべきである
一般的には滋にLi金串をR込んでIのト ば 70lc以てとでも制限すべきであらう
そこで女に氷る閃湖は切羽の7ABE130lcの節でも堺集からか火it･の脚に讃i昌6･制取泊妊例

-ば 70℃ 以上lこ上げたVuL.火する巧称 RL#である その名に衣の雌 >行つ1'
F 横造ダイナマイトの昇温防止千絵 (研究科iJ.11)多相Fl)

雌也ダイナ-.･イトを対JJ筒にLRめその外相 こ冷LIJhを環流LIJlる掛こした滋班を ほOIcの執

拘Ll･にhtLた ま1.兆は流水丑によって述典はあるが繍hiL柑べき引.射)判 らJlた



r打JJJ･H川 内iLgトンネん内の身長 llD

C' 黒部耗胤蓬皿にて犯せ複採用せる敬敵沈

l 換先生鑑を'R備し杭州adEの低下を31る
2 岩盤に冷水をぶつかけ公fh.を冷句】ナ

3 雪孔r71に妓軌 こて冷水を作入し孔IJlのr貞慶を げC以1に冷倒す

･l 冷)4)絶唱イL内のiA腔が7彬 こ光の抑且に絞する時fIIJを出繰L.40℃ より60℃ までに上lr

する時間を恥トめ炎の杜Lk'の時mIPlに放て畿艶 出火までの作英をユll･iげ ろ j･の鴫肌軽 く操
作に所要の柏州を柑捲き時は許 3甥のイL内冷却限度 110℃ を 30'C或は 20℃ に下げて調節

する

5 -孔内の盤稚丑は 600- 7け0gに制帆する
L' 載gtの操作を早からしめ】しっ襲包を-dL接岩盤に横沸するを防き'感泣媒世を点分なりとも

放火的ならしめろため策也は之を長さ1*の摂関 (ポール放浪)に納め,2,を宅札内に押入Lて
瑚E三Ej

上記方法を敢行する三好に上り神び災･'kを拭 L)返す邦なくjW宅をi也め*if.16)1ユ1日災背後

的 LJ年にしてさしもの姓エ叫をkL成した
救世l:こql焚Jbを府昔して丈寸血r)貴哉#fTILL~井ぬ才1要を冗iSして入昏したyrJi:ILl廿rtl牡JtLTの!u)

に愚計の芝寺山するもので̀f,る llJ_

A. ダイナマイ トの高温匿耐熱拭放 (その 2)

Z 概 罪

R的 祐泊Lb-Jこ放けるTE姓繁の桜軌 且齢 こE当する文献少く鞍J71滋T.;7且をか悦 したるもの無

を岱不慮の災塔を徴むるtltJLあるを以て.ダイナマイ ト雅史 一Ogにつき放牧X全様顎zaLBu と
WJ'E:金不は敬1生皮を凍めんとす l試JallH rl昭和 】341日 】JleFl 詫帆やHjll日日328iJ)

ll をl 鞘

(イ) u火現瓜4rflダイナ･tイ

好戦 名 頼

lllrr 放

く iLr 凄

一､lLl ～

Ft l工 彬

D l 7iyダ イ

D 2 1=Bt府Tイ

料

oo

神

仙

仰

16

8

日

9

肘
∵

∴

¶

~

28

F
S

.＼bellest(7㌘C)

18'

20'
J9-

260 1Sr

:畑■以上

30'以上

(.り i51点推粍t_･ろ4才 It7分,eO九 lltl分,eS別 のユIt7Y9セリ/i:IIIひて缶Htの山草及びJz:
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i-_TO 火炎払 今 立 俄 '_'む 郎 2妊

乃書裁'/1秒 TLfC /
. ー --ヽ

符 批 t. rG 懲iliIIJ=l T-/A E与om x N/i; 〆 1ナL'rイト
K-l pt胡l⊂郎 13 10 9 500 知 0 17' 1÷l■

Iト_' 13tOIO′ q 20● 1(;■

K/. _78- 17I

K-1 1310】_' コ5'. Z8■
ZII tW 集正 常†1文節ii朗の訳みたかば試殺開始昔時のぶtRには抜敬の銭に糾坊を被る
Tll-大きく. 一度 'TJ-1R射 ヒ指モ土至蛾そら).馬に井壌施辞昏くTMlがか ､り就駿iLRLh恐 くg･t等lq



rHlR･.LI川 TS班 トンネJLnV)教戒 】I･'l

附して兼筒をグリセ.)/淋 こ滋伸したる峠より接軌 こ量る±ての略R陀 iPI宜し,共のiAlRJこ
於ける蜂吸出とす 姓鼓せざる昔合は兼悶装備上り5時仰71は 1'1時間漣肋 九す
法丑仰

(I) 王堀 軌 知和 及び熊田r=7kiLJ朱書1iを弄分粒盤する必要 め h,好 一水群のする等介は

加黙三嶋 Lflタ'1)セI)ン沈出L引火し危桧なり

I2) 顎冊まが没前軌跡こて肘凝し朝汚物,粘土等は｢TA=にて尤分捕ひ洋ナ恥 端吐物,冊俄
丁/モノ等射心せる瑚合は描戦Z旦虎に訪い ･登臨を生す
(3) JRR･に併用する粘土Ii有吐物少なく水分一定なる拘たそg･姫1･i,,塀残の水分杓は称 こ

上l目鼻恥 且掛こ甘しい丑付を_･生+I

り) 〆リ1･.)ン7Tは 兼n放て舶打冬準なれば 1時nJJ,淡1iたJ=ざ 10分JJ.L_の沸部位我を必

ガとす.之S:怠る場合は加叔品t溢Z且腔に射社を生じ耳抜糸滋AL l官に 1こG'cl江上の梢令Ji
Gモ丑に行ふ必要あり

沸かぬ査ri卿 3'の代りに,ゴム栓にZ且瓜.tを挿入せる物を滋taして手iひ沸か荊きIB合は 10,A;
lAドのylJt･I)ン水を紋.+,こ加-,沸加放き場合は洗練ク1]七1)ンとin加して ±02℃以内Ltl

柵Il三すべし

(F')頚相法倍の訂虻JTJするノ.'タはや､釈化せるものを八とし.新しく軟らかを紬にはft,諒七
を加へて及川すべし.

(6)加At経は武装zA鹿 150'cEAl二たる皆'uLは電束久はガス位掛 こ上J)浪作せる鞄を任InL

ハンダ付けの杓を使mすべからす.-ンダイIけの也は満i且度に放ては-ンダ耕由し,′y ILLI)
ンbEtllL戦火し危陰たり
(7) 5時仰TT=くは _'l一帥8加黙したるいき草せざる柏倉は集荷をれIJ出し沸Zk絵束を耶 け

べし,用 -沸おの長老 j:1●t.'を匂える18台は成iaに加へざること･

tt) 】2F5恥 久k.あわせるyVセリンはそのま､ttJりすへからす,hn秒 l･沸Li上りの漢人た

LHで新しさ〆1)セワンに弧入して任州すべL

EO)荘転作は淡島前尤/Jl7kg_し前他の相戦の際附Xlせるダリ七I)ンを除｣こし水iuのイー無を
姶すべL

n0)渡心肺 T･の水は冬7:裸TtLl就桧とiT}場合比-1射せるホイiろを111って束7且0℃ をてる)袷

介It ]0%.lJl外の食IjE水とはJrlすべL

t]U 弧帆,陣r純 粋ljの際は仰】且jrl常に桐濃なればFJJ恥 防rllの設備をなし∫保iB細田の外
珊･こ石仙純を怨Jく碍過℡たる戊故を取るべL
LULのfLTJlql三Tr■巾:J■rl.rTlJLqF'.07
:4JB蜘 さ

Aの1缶EI〆 Lナー <Lのヰ舟ALEと年糸叩洞

7 - ペん 試 a lTBE
llJ や 18分

JJl 拝 20
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4 拭他作EL熊旺不二正条に して畑mF=戊Mb乙もO-

JI tl

∩)lll稚〆イナマイトの伴食良雄u I.%CC と IJOT との･l欄 /.らん
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Iはtの柵blと)とに煤戦al生町うナ

(3)JL施ダイナ†日 は,y く上も 11げO 以上り薙封rLLtl_ら人

目) 山蚊′イナ17イHl lW■C と lnb℃ のhillニ推考fL庶 ちり
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(t7) 紅梅ダイナ1.･イ ト
7-< ･̂

試n 肘鉄 (分)
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り)((J頒〆ィナーイIL7,完仝if汝血沈は1ニ'JC /IJ)dJLてこ石生不確汝zl溌lヱ 13『C TLり

ほltEruFイナヤイIの完全瑞卦L皮は153'C /_1)而して完令不埋没TL従は lLはeCI_-)
LSJ(イ)(t7)より此引二山体及び虹撤ダイJ･Yイトの耗tA唯に掛 する肘^けItr鞍--ト.,ylJ七gン及び架

瓜 の7-へ'ル常独特rqlこよりて火ともV辞とまけミaもの 如ゝし

Ll)tMl.ども41血乱伐Q>ものtS･J)ゑ42冶比 3り】5･輔出せももの(S一朗 の岬にF上雑食札妊及び舛奴咋
rulに川音の韮淋あり

15)I仰r榊を柑ひたるダイナマイH.L薪A.I.と軸んとrd帽･の肘あまIEり
(DIJ39.G山供〆Iナ~イISI皇r三5-Eの顎達と日時たれと凍B執行は句地位 3ケ)Jl美にしてW Ifll'_,
行ひたももの1.J)J

L0)lLA捷ダイJ-,′イh=止しIl:料ダイナ7 (トの災頒且AL.イ･芯堪且此の為Jこ/=引II-上して紙瓜小がJ事l

盤的女鹿L:て外部に虫ILIすさ杖虻が ･尖 T.-･Jlろ[:上る (昭小 目 中古)H

E･ ダ イナ マ イ トの高 温 直面 熟試 聴 (そ の 3)

1 概 要

(イ) 円的 IUhr高温度il邦訳堤に依 り淡めたる Il偲 〆ィナマイト及びfr.拝19'ィナマイ ト
のIL1企不煉竣1弘漉 く不煙gJl)が試料を 1t)OL･及び 25OL･に増大 したる場合 かlpJに奨化するか

否かにつき就役 し鮮用発布不抜軌旦庇を′穴めんとす
(t7J 訳駿朔ロ El昭和 ユ4年 6月 21日 重昭11111年 7月 15El
ll 拭科 rl火R W.山牡ダイナてイ 1.枚ぎ｢事綜ダイナでイ 11にして _lbelTIcSLTest72●U に
於て小旺以上のJ炎hlEをお岩めたるJt,の

ne イT fRjT 酎魚介Zi72'C

SF連年JJLI I. 博 .i,I: Kバ口. 凡ゝ,Ii.0,10Ⅰ1三0 (下軸

Pfl146 15 rll稚 ^ 与80 :u7 1.日

1470 ′ Li 旭u n17 空0′
虹 だi 与ひ0 17IrI _TT.iO JS'

lu 拭凝方法 札火式誘引且肢耐朝粥喰放牧にfLfる,即ち軒別 1LIOi;･又は 230g を盟約jI践
俄斜難関の底柵rC公脱 し,之にi')r7% の/k分を/341すT/粘土の明).I,を施 したるものi･汲め-



｢ 二

ii'の沸かをはつ如く九州.の〆1)七g/lTiに生伸し10時.74迷6Lhl熊ナ而して加義邦始技ユ0
古間以内rtは塗したる時は油受を任fLIO時.
'Jl加斗と5円行ふも根号せざる退女を.央む面
してとのIA庚 を先金不i事故i且庄 (不様が )とす
矧jl

(イ)LF九月出ZiきtW-111円にヰやせざる斗令.三JO坤
qJ)点すもも4鼓すろことrLL.

lF'l Jl烏中東杜する rnJやur又l=b･l升 lニ上9義肯dil
LI=8時は甥毅丘び朋 とJLk._卜r
ly 槻 毛蟹 口火式抑且虎肘卦細 波促に依る
如し加点斗丘IJ美砂 JBa6の如 ._t的t仕AlL群転封 王女

滋 SuLのPIを伏mL休止▲好け紙用サy
Y 悦払結果
(イ) lJJ酔ダイナイ トl】00h･14投
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捕)/J･0日 l苛性だ ト′T4,内の発破 L:～.F'

hl 3La

(イ)Jf:堪劫 山林 lLX)ど lLbeC 山換 359? llG'J k詩J IOOL･ 】ゴTC

(LH 紳 lt丑 LLJ拝と日9℃にて10叫叩け)払し,'ころものを14:a-怖分好の抽累次のQJl色相兆を4'1たり山も
名 儒 ATL'/i CC uI)I(LS=L'lour) にヽ 0.

Il傾 ダイナーイト i-BO,V 23%' 80,Y 317タU' に対して

Jt丘LrJ捗 1045 0.li' lJ91 1日9 0)紐兆なIElたり 之を元
の,AJJこれ7LナLLlで

℡71 0F8 SO :tlT とt.る 故に血強のため 】oFqu

309 20:〉 0 0 と(=る

II(つて加炭lこ上るガhlJ王lqダイナーイトの h'Lt'uJ;】Jth･rlrlQ,5n巾d'.Collo1011COLlo･tのSSn.'が分村する
ものLこして Woo llIIL･nl.Kh'0】は灼んと,ナ耕せナと類hlL叩

('､)LI由9-イylイt及びLJl嶺Fイナーイトヨ50.,r･の租'..-07分≠射土分析rllf.Jt･I.T水仙 二ゆする

(p)沫fqイ･dlil正味11不跡 にtEを78L:て攻O-如きものi此Jlる_
llJさダイナ-'イト HOC以I 在村ダイナ†1ト 日rc以1

(汁)戊許多巣/.加とも拭汝渋世Luflこして加撫乱射 モ±25-C以IAlの芯たにしで 10坤向加鼓し糾lL,.Ll.

た J) (VlflH-13!∫TJ日

C. 高温耐熱駄矧 こ依 るテ t リール雪苛の安定度 くその 4)

I 摘 要

'■;'lTの布脱皮に於ける缶%Jtは一舵にfrなはれた机 上少 く文献 も比較的少ないfS,J.先州 は
上代に附且LtutTに於いてibih破作非に使)りナる際不上皮のrjil.JTを雛 る恐れあるもJllって,■朽粁御 上
グ リセU/,てス小Lこて之を加淋 し之ILが耐熱競走蛙を)柁め允

釈投胡Ell̀川畑 11年 12月 1日 宅Etf帝 15年 2月 '13ロ
11 参 考 文 Jt

(11術式と 90●L,て 】OD時附日生黙すると非嬢敬作物空でi:生-T;ち, この机 まJCの鮒米の苛‡LtA
にl川綿はない 介僻41J戊物は米紙也で火のを,I.liLはllLTRの帖と何等撃って73ない.かJ:ブ1.(分解
作J事は 白色;hA戊の岬でも次色野太の柏でも伺掛7=過rTするもので,邦の単化の過掛 ま言名物17小

の水砧牡を時 々- 陀旬的に- 雅兄する廿にFd<つて知る11が出来る 即ち叔初の鈍笛舟 Ilの
水釣魚 7LI-L_'% からビ.I77L-ミンと旅する非保守作物rrLL･の水釈放 74-7M恥 に移って行 く

のである 1.i;甘J)付汚物中rLは肘兼が含 まれてゐるが今この内容物を 9r･lC にて 15O-200時

ILll然 して比るに1rrにT汀茶の分解をILるのである 71.1ⅥrilJIl鮒 を｣0-60時肌 ;打水は ()()WrM

を軽tl･る後は戦火の従Jjが無 くなる

7FRJ)-定見にflして盟菜鮫加ql(lll(■】O.)の兼 を舶攻埼加混入した もQ)を ot,-C で 200時

州髄現 した鞍卿 こyn ば L(CIO3 を入れる搾加熱にytるi事戦貞))の減少が少 くたる I

^ Ll】.ghTulZ Y･IIL･･ScI･le弓丘 Sl)Iでllg-tOlr - ユOL32- 上り

(-)) 左叡中で細い'F汀戎筋管を水火せるに舶 せすKJt呼的姓･tとしてえ愁えたが,急化Frlは畑

山 した 13㌔C戒は之れ比 Lの油虻に加熱しブこ水郷 (rLllに放いた功食にTZT末は 133､3'C･Jま 85
分の按.227.C では血に燃えた 13;PC jtは乏れ以下でm東を加執すると徐々に令解 して粥の

根雨粗度に叔 しても杓えたい この熱分解は連按加熱yt堤に依って相られ′-可鎖TA鑑の不合怨

を牧明する

I r･nnlHcユIPl‖h.C{,)"[-11-elllllq3,17ト4 - 1931- 上り



J二,I tt LA* Lと Pごi FIl∵t

(3) テ1･-)-ルを縮耕してブク71クtrふ迄に勃すると止る油煙に放て様態-rる 仙北のi且de
は低地7且瓜以下にある 培mLないで沸甥させた中17就堤に於ては悌苛は点ちなかつ+.: 之れ
は共の物EDDIの J.:叩loslOllであって熱分解の矧 こ笥Ehした瓦斯に関る SJM l･EILl岬 でない
雑が特別のす虫に依って知る部がJl伸 た

一定沸蜂谷th(25cc とlTR丑 0り7Lr乃玉 08gのテ い)-ルの於には曝軌 且か エ 150C と
ユ70℃ のllEnこね リ,催JTlせられた7-･トリールの屯が5け川 r多い火小さし∧

Jl LLlklrl此STto?rLSk) ĉt叩tllSICStlhc")caURSS 23S5-i)6 - 193)- IT_班る
(i) かは兼の戦火か .lr.L)tlnは＼Vt,1)k･L及 ユIL■Ht･)と同じ妓taでウッドの可触企榊をJTJひ
少先QJ出l臓 を推しへ糾群に堺めたの女i'J30秒村 】臥EB-Eけては不を臆し戦火したしへ綿に･TJ妃
117げて攻の結果を和た

1汀兼 186TC 文化的 327lc ･BZ化銑 297'C

(5) I(.lSl及 ユIclZに上れば;hl光は 50Quで荘時日Jl加熱すれば分解S･始め 1001Cでは朽 拝

し,ユlo-ユ6-llcで戦火ナ

Jll 紋 駿 駄 科

試料番群 名 将

式fl^ 横切 6相 帯
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lY 供 給 方 法

駅塩瀬屯 クイナ1Pイトの7_li且虻に於ける耐熱脂 と同一雀荘

細 砕僻 やJtは る地上にiま厳を欺き共の上に強健釈放mlt:求-ヒ指と果せ.JCの上に tII
JJy-さEl媒TLll納 50･)1m在に小孔を村する綬奴を乗せ,仲稲 川吋拭叩.良さ 】.TJOJJ川-1を出せ)C
のLl,火に備わ-;itの沸封をj7する如 く訓班したグT)L･リンを入

れた加熱t軽を也をiを頻鮎掛 こ連綿せLめる rnlして加兵ほJ捕

姑し ･定沸新にて沸旺するをtt:しかめる後TmTを鮫解し1._る熊
前号挿入す

確論にTEHTを盤牌するには訳ft耶 守に良さ 100"rnの3g火

柏を締め付け上JLを屯放せる砂 (5L'.1川Jll方撫～130日/1､方粥
の純の州にあるもの)にて稚関のlil火にある如 くせしめる

而して加熱経に典fa挿入後1り世故するま茎の時rLTlを測定L,

i美敬せfる時riつl時間迎税加熱ナ 以上の如 く一して5回就態

せるも楼象4ざる追姥を以つ ⊂不嫌Zhとし5何誌捜せろ過虻を

BLって尤嬢がとで

V Ei昏 結 果

(A) 竹血テ トリール'dl肝の淋
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′■ 71Jd 火 屯 仙 骨 鞍 部 CChLl拝リ班

1(.'1 此 1 7号.亡 とAJ下盛ナト11Jtr神野の尊者t▲tEPt_tはqEb･11の･GRJ=出Jllす ずlLで榊 'つ舟打

A"妃を幼f'/nJHLJJ&抄rlHこ連帯形血ZJr多く./I:胡虎に甘rJ～紬 少や抽fY■I鼻音p_J腔はISL

l釘 I T HlttPC)文机に此椴して本廿nqlTTT'Rの嬢出血LAtfEC上は伎h堵1.目上.T･Jく榊放して東独 し/ころ銭
でムら7 菅TLl.TL.地異の銭l二相rlをlk'Iけ る肘は#爪JIのPJlく柵的rlJT=る.tt二U･武村仙ALT,方がZI穴l･at

ナ7..4勅と7Tへよっ

(J)AAl臭｡〉試料に特大功 一三J)JA火ナilとも伴貞JtざるBl上J)々 耕して拭rl館･rhli加わl二二17苅Ja出 絶
叫符に労化したももVlと- ,Jく土も帝大穣 こ上るLl大にl三叫班.'そるi一名L:- 噴化lたちも7)土7T･ヽよ
～

(T･)加軌 こよ')雄免ttも稚'Jqllだ川AL赫RLい成規決丑をJLろに,即 川Iで碓やせる勾1.-i.止榊 T:てtXか 卜
もJ毛/..･七人し,'=農T4'をFSめられ(.1

(6) 仲T.のイlklこ机るhl強分椴Je析少)番肝は城東TtLEに領化を.ち,'こ- 1.い
m 布衣とl如〉上す87Tr辞JL群相川･Lこ放てJ三lげC乃1,1nJ)で q}r小二於で年始し,その年跡邑也は軒炊
･:丹生の甘加と北1こ妊下す 野して並坤nlbも･>頼セろ符辞Lf帝大nl=上り劫火すらと増強tlLい

rBEtPllGIFゴJl)

D. 模 造 ダ イナ マ イ トの 昇温 防止 革袋 (そ の 5)

[ 概 要

イ) 日的 芯I且妊併h訳KILに上りてIr傾 ,打払ダイナマ イト一三日U'LIl上に於て蟻坂,)可

†E也あるコIは 明にせ り.本鮮魚に放ては外鰍 Rdtを150℃ に伽 ち外J的 rc血IkLたる鴫門体位

al礎のr且腔上･11が L'C)柁鑑に防止 されるかを汎延せ り

･) 淡島朔 日 BHflZ12年 SJ727机 2古rl
l】 扶科 〆イナ1･イ11を択斡とし之JLを釈鞄することは木釈槍の理想 とする析TLILど.A.

-の喝令 を-m&し映せ ダイナ7イ 日=て王べ投ナ

映法ダイナマイ トの配合

〆.)L-リン _Jor･ir 525%' ホ粉 50tE 1事2%'
月謀十 ,50 131' 硝石' SO 211

;-60票 100000

娯延ダイナマイ トの也及び改床は1事個 yイナ了イ H=川似 し比訊JILLI～27Lり

lu 鼓較方法 加叔軟投JuiE班 一帯 一…,叫.

附 き蜘 抑 こして.TF細図 88"" -のEtt E望皇㌔竿ミニー､
J ∴ ∴ モチ で ･ '∴ 二
I)七9ンを 一定渦止 LbOoCに加熱 しつつ外

1.-.に冷却 水を重 し武功す.而 して)tの冷}11

ノ火の流浪の鍵化に碓ひ弟退が如何に鍵化す 常 tl

るか?糾寸機 の水油が如何に礎化するか をヨa'1.千

ly 杖桧葉ZE 加裁訳昏蛙の糸屋 3-･0川･tl錯 ユ50川"I耗さ 150･･-" にして 詳細断 Sの如

し,了h)して之をカJl熱す るにはqi束 ヒ伶 ヒ並 を便mす

放棄熱学FU(3OL7cc.外JLf林'(さ研 '_'70C･ブ1)キ絵の好さ tJ10-0J5･rTt"
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TL 扶 輸 結 果
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り) 冷伸/J.漣の粥街は井にして 200ccllrl川 以 T:及び 150Opcll.Jln以上は赦んど不･,T蝕なり,PPも 200
ctl1n=】以 F=に澱てほ 1⊥ノ イ7L=廉攻を榊l}し 】細 cdrrlLl】以上l=教でrIIJ･.､イブ頭割す.一転に 1J-･00

11[以上It淡放せナ

Le 水式相の喋近地をダイナー'イトに損へてti冶 したる)i;公は ダイナマイトのjl料紙が 多少加はる成典tnl

に 2一打 の皆化あ りと侶足 したとしでも粥 Z乱が 50℃ を担入ざる襟皮 eDちIIL派 500cc仙川 親政の冷却を

1TI..へげy H マイトもEl水爆黄Jiび燃焼を出すdflJ:Lと断定山木御ぺし

(I) J畑 地と凪兜.玲知時nilと渡蚊の肘掛 欄 9の如 し

(4) 祥拭検4'かAを金甲け れば野孔内温故 1600Cを血ゆる唖合lこ於でも二紙筒を作成 し内f3に頒薮を入れ

叶懲hPt石Cより71､を入れ上砂 こ淡uけ る如せものL,穿孔に押入 し戟後に仝世を帖j切決 して致掛 こ移 る市 と

せrfjZl水虫4)か雑rこよりで嫁菜i1度lこ逃せLtrるLP* 告発Eaに希 く市を博 ,亡の鳩食肋 )､温度を内定すさめlこ

より粥払 (妨Jk色より任 し)を推知ナろ都を樽- し (昭Fl11'年 S/O




